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相模川湘南地域協議会 2023 年度活動報告 

（報告者：峯谷一好） 

1.相模川湘南地域協議会運営委員会の開催 

4/12 茅ヶ崎市、5/10 寒川町、6/14 平塚市、7/12 茅ヶ崎市、9/13 寒川町、10/11 平塚、11/8

茅ヶ崎市、12/13 寒川町、1/10 平塚市、2/14 茅ヶ崎市、3/13 寒川町 

 

2.相模川湘南地域協議会総会の開催 

4/12 茅ヶ崎市庁舎で開催した。 

 

3.神川橋下河原でのカワラノギクの保護育成活動 

圃場管理維持活動の活動日は第一・第三日曜日を主に、第二・第四日曜日も活動日とした。

複数人で作業した日は、4 月 5 回、5 月 4 回、６月 3 回、7 月 4 回、8 月 4 回、9 月 4 回、10 月

5 回、11 月 4 回、12 月 5 回、1 月 3 回、2 月 3 回、3 月 3 回 計５２回、ほぼ毎日曜日に、会員

が集合して圃場作業を行う事ができた。なお、この他に一人での活動も多数行われた。 

⚫ 新圃場の増設 新新玉石圃場 

京浜河川事務所相模出張所の河川改修工事で掘り起こされた玉石を集めて、2022 年秋に作ら

れた旧第一圃場跡地の土手側に新新玉石圃場が増設された。今までの例と同じく初年度の今年

は見事なほどに咲き誇った。お花見を 11 月 4，5 日に行った。 

（増設された新新玉石圃場）           

 

 

 

 

 

 

 

 

（満開の新新玉石圃場）  
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（お花見）                 （１月 7 日種取り）  

 

⚫ 圃場入口看板の裏側にもパネルを設置した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.相模川クリーンキャンペーン 

 相模川右岸河口  5/14（日）  

参加人員 28 名、集めた袋 27 袋 

相模川の右岸の河口には上流から流された

プラスチィックが劣化して打ち寄せられている。

ここから先は海で漂う事になるので、海に流れ

出る前にくい止めるべく波打ち際（白線の所）

を重点的に清掃した。 
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（10ｍ四方から集めた漂着ゴミ）   （洗い落とした後に現われた劣化したプラチィック） 

 

 

5. 2023 年度 身近な水環境調査 6/4（日）前後 

⚫ 前年と比較し、ＣＯＤ値は良化が 11 地点 悪化が 15 地点、変化無が 24 地点であった。 

⚫ ＣＯＤの平均値は 3.6 であり、前年度の 3.5 より若干悪化した。（８以上は 8 として計算） 

⚫ 相模川、金目川各水系のＣＯＤ平均値の昨年からの推移は下記の通りであった。 

相模川水系 3.8→3.6 金目川水系 3.2→3.6 
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⚫ 小出川の良化が著しく、2022 年の 3.8 が 2.6 になった。 

⚫ 今回、小出川で亜硝酸態窒素を測定結果、COD 値との相関関係が強いことが分かった。 

 

6.2023 年度フィールドワーク研修 2/29（木） 

 

道志村の「養老の森」を主宰する元村長の大田昌博氏にお話をお聞き、富士吉田市では「富

士山の銘水」工場見学した。 

 

7. 寒川の河原の自然で遊ぼう  9/30（土） 神川橋下河原 

小さな魚や水性生物を取ることが出来た。小さな子も大きな魚
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を獲れなくて

も、それなり

に十分に川遊

びを堪能した

ようで、子供

たちや親御さ

んからも満足

したと評価さ

れた。ウナギ黒子もいた。 

⚫ 石ビンゴ 

川遊びが飽きて来た後半に石ビンゴを実施した。指定した 9 種類の岩

石を集めてビンゴを完成させるもので、上流に土砂由来と火山由来の地

質がある相模川の河原ならではの贅沢な遊びである。約 20 組が参加し、

子供たちが石から自然の成り立ちを知る契機となったのでは。 

 

 
 

8. 上下流交流事業 水ガキになってみよう 7/22（土）神川橋下河原 
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9.ウナギ調査 

⚫ 寒川第２排水樋門石倉カゴ設置上 4/14  

⚫ 馬入水辺の楽校石倉カゴ調査 5/6、7/29 

⚫ 寒川第二樋管石倉カゴ調査 5/18 6/15、7/18、9/16 

  

10.ひらつか環境ファンクラブ活動発表 

平塚市中央図書館１階ロビー 

⚫ 相模川湘南地域協議会の活動紹介  3/2（土） 

⚫ 「ひらつか環境パネル展」  3/1-3/5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.水環境保全活動奨励賞受賞 講演 6/10（土） 

日本大学理工学部駿河台校舎 8 号館 

桂川・相模川流域協議会が日本水環境学会関東支部の 

2023 年度『水環境保全活動奨励賞』受賞した。日本水環

境学会は、水環境に関連する分野の学術的調査や健全な

水環境の保全と創造への寄与等を活動目的としている学

会であり、長年にわたり環境保全活動に取り組んできた

成果である。 

桂川・相模川という川の概要、桂川・相模川流域協議

会の成立ち及び「アジェンダ 21 桂川相模川」について説

明した後、主な相模川湘南地域協議会の活動について講

演した。 

 

11.イベントに参加 

（1）「ミミズと仲良くしよう」で各地のイベントに参加  

⚫ 平塚市 緑化祭り 4/29（土） 8：30-16：00、 

場所  平塚市総合公園 はらっぱゾーンで参加 

一日中途切れることなく、400 人近い来訪来訪者があった。 

飼育ケースの腐葉土中にたくさんのミミズとこの春にミミズが生

んだ卵包（通称:ミミズの卵）があり、卵包を取り出して水を掛けると、

中からから赤ちゃんミミズが出て来る。こどもたちが競って卵をみつ

けるため、一日中ミミズの赤ちゃんの誕生に立ち会えた。子供たちが

驚き生き物の不思議を体験した。    
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⚫ 寒川環境フェア― 5/20 

⚫ 平塚市子供大会花水子供大会 6/4 

 

 

（2）各地のイベントで活動紹介に参加  

相模川検体試験、マイクロプラスチィック問題などの活動紹介を各地のイベントに参加  

⚫ ひらつか市民活動センターまつり 11/26 

相模川検定試験にたくさんの人が参加した 64 名。大型ディスプレイの動画に見入ってくれ

る人もいて、とても良い活動紹介となった。 

⚫ 湘南ピクニック馬入水辺の楽校 11/12 

マイクロプラスチィックをテーマにパネル展示を行った  

⚫ 集まれ！ボランティア！市民と NPO のマッチング交流会  3/22 

場所：平塚市 ひらつか市民活動センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


